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ABSTRACT 
The purpose of this study was to investigate relevant factors of violence between intimate 
partners in adolescence， which is called dating violence. Participants included students of one 
university and two nursing vocational schools. The survey was conducted using self-reported 
questionnaires， including knowledge and cognition about dating violence， recognition of violence， 
tolerant attitudes toward viol巴nce，gender role consciousness， communication skils， mental 
health condition， and experience of dating violence victimization. A total of 536 responses out 
of出e581 obtained were regarded as valid， and then analyzed. As a result， 186 persons had 
experienced at least one act of dating violenc巴 fromthe scale. Concerning the relationships 
between experiencing dating-violence victimization and related factors， th巴 tolerantattitudes 
toward violence was strongly related to the experience， while the knowledge of dating 
violence， consciousness of violence， gender role， and communication skils had litle relation to 
the experience. In addition， students su妊eringfrom dating violence had a poor mental health 
condition. Social and economical violence， especially， had influenced the students' mental health 
states rath巴rthan physical， mental and sexual violence. In conclusion， the present results 
suggested that the consciousness which admits the violence is related to violence victimization. 
Moreover， mental health care is necessary for adolescents suffering from dating violence. 
(Accept巴don J anuary 6，却14)
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暴力認識度の11項目 暴力にあたる暴力にあたるどんな場合でもとは思わない場合もある 暴力にあたる 総計
lケガになるほど，殴ったりけったりする O 29(5.4) 507(94.6) 536 
2.押したり，つかんだり，つねったり， こづいたりする 14(2.6) 376(70.3) 145(27.1) 535 
3.外出や友好関係をチェックする(携帯電話の着信履 91 (17.0) 301 (56.1) 144(26.9) 536 
歴やメールなど)
4.行動を制限したり監視したりする 52(9.7) 189(35.3) 294(55.0) 535 
5.相手の意見を聞かずに自分勝手に物事を決める 97(18.1) 292(54.5) 147(27.4) 536 
6.腹を立てた時，大声でどなる 40(7.5) 271 (50.5) 225(42.0) 536 
































49 (9.1) 202(37.8) 284(53.1) 535 
80(14.9) 121(22.6) 335(62.5) 536 
1 (0.2) 30(5.6) 505(94.2) 536 





























暴力許容度の9項目 全く あまり やや 大変 総計思わない 思わない そう思う そう思う
1.l経く叩く程度なら，特に問題ない 20 (3.7) 86(16.1) 339(63.2) 91(17.0) 536 
2目おだやかに説明しでもわからなければ，どなっ 161 (30.0) 288(53.7) 77 (14.4) 10 (1.9) 536 
てもいい
3.行動の制限など，相手の束縛も愛情表現の一つ 148 (27.7) 238(44.5) 137(25.6) 12 (2.2) 535 
だと思う
4.愛し合っていれば，相手の携帯電話の着信履 306(57.1) 193 (36.0) 35 (6.5) 2 (0.4) 536 
歴やメールを無断でチェックしでもよい
5.暴力をふるわれるのは，ふるわれる方にも原 175 (32.6) 263 (49.1) 92(17.2) 6 (1.1) 536 
因があるからだ
6.暴力をふるっても，謝れば許すべきだ 222 (41.4) 253(47.2) 56(10.5) 5 (0.9) 536 
7.どなったりすることは性格だから仕方ない 172 (32.1) 270 (50.3) 91 (17.0) 3 (0.6) 536 
8経済的な支援を受けていれば少々のことは我 216 (40.3) 251 (46.8) 62 (11.6) 7 (1.3) 536 
慢すべきだ




大変 やや あまり 全く 総計そう思う そう思う 思わない 思わない





















24 (4.5 153 (28.5) 281 (52.4) 78 (14.6) 536 
2 (0.4) 23 (4.3) 159 (29.7) 352 (65.6) 536 




















1) 自分の感情をコントロールする 536 O 4.46 1.31 
自己統制 2) 善悪の判断に基づいて正しい行動を選択する 536 O 4目82 1.07 
表現力
3) 伝えたいことを言葉で表現する 535 3.87 1.33 
4) 自分の感情を素直に表現する 534 2 3.96 1.47 
読解力
5) 相手の感情や心理状態を察する 536 O 4.71 1.18 
6) その場の雰囲気を読む 533 3 4.73 1.17 
7) 周りとは関係なく自分の意見や考えを伝える 535 1 3.84 1.34 
自己主張 8) 自分が不愉快な思いをさせられた時には，はっき
534 2 3.63 1.35 り苦情を言う
他者4受{廿 9) 相手の意見や立場に共感する 536 O 4.82 1.04 
10)相手の意見や立場を尊重する 534 2 4.90 1.03 
1)人間関係を良好な状態に維持するように心がける 536 O 4.99 1.12 
関係維持 12)周りの人たちとの聞でトラブルが起きても上手に
535 1 4.19 1.07 処理する
表5 暴力被害の関連因子聞の相関




4ジェンダ一意識度 国0.093* -0.182帥 0.386*噌
5コミュニケーション・スキル度 0.122榊 0.114榊 -0.044 0.061 
6精神健康度 0.026 0.057 0.066 0.031 0.188帥












































n = 348 
青年期の親密な関係での暴力の関連要因
表6 暴力被害状況と各項目との関連
暴力の 経験 、デー トDVに関する知識
種類 被害状況度の12項目 有無 長日ってしる 言葉だけ
知らない
人数 % 人数 % 人数 % 
p 
1)ケガになるほど殴つあり 4 2.0 l 1.3 2 3.1 
741 たりけったりする なし 200 98.0 78 98.7 63 96.9 
身体的
2)押したりつかんだりつあり 60 29.4 20 25.3 19 29.2 
781 ねったりこづいたりする なし 144 70.6 59 74.7 46 70.8 
3)命の危険を感じるほあり 2 1.0 。。 1 1.5 
586 どの暴力をされる なし 202 9.0 79 10.0 64 98.5 
4)外出や友好関係のあり 43 21.1 10 12.7 8 12.3 
116 チェック(メール等) なし 161 78.9 69 87.3 57 87.7 
社会的 5)行動を制限したり監あり 38 18.6 9 1.4 10 15.4 327 視したりする なし 166 81.4 70 8.6 5 84.6 
6)相手の意見を聞かずにあり 42 20.6 13 16.5 13 20.0 
730 自分勝手に物事を決める なし 162 79.4 6 83.5 52 80.0 
あり 29 14.2 5 6.3 6 9.2 143 7)腹を立てた時?大声でどなる なし 175 85.8 74 93.7 59 90.8 
精神的
8)わざと嫌な呼び名で呼んだり!ばあり 3 16.2 7 8.9 8 12.3 .258 
かlこしたり!見下した言い方をする なし l7l 83.8 72 91.1 57 87.7 
あり 24 1.8 2 2.5 8 12.3 .048' 9)何を言っても無視をする なし 180 8.2 77 97.5 57 87.7 
経済的 10)お金を貸しても返さない あり 1 5.4 2 2.5 2 3.1 491 なし 193 94.6 77 97.5 63 96.9 
1)無理やり性的な行為をする あり 15 7.4 2 2.5 3 4.6 .268 
性的 なし 189 92.6 7 97.5 62 95.4 
12)避妊に協力しない あなしり 1280 4 9.8 
2 2.5 I 1.6 .017・
90.2 77 97.5 63 98.4 
スコア全体の平均値 あり 110 53.9 38 48.1 35 53.8 662 なし 94 46.1 41 51.9 30 46.2 
暴力の 被害状況度の12項目
ジェンダー意識度 コミュニケ}ションスキル度
種類 m SD P m SD P m 





たりけったりする 3.3 2.02 53.9 9.05 9.6 
身体的
2)押したりつかんだりつ 3.5 2.22 
121 
53.9 8.8 
920 9.7 ねったりこづいたりする 3.2 1.97 53.9 9.08 9.6 





どの暴力をされる 3.2 2.02 53.9 9.04 9.6 





チェック(メール等) 3.3 2.03 53.8 9.18 9.2 
社会的 5)行動を制限したり監 3.3 2.18 967 54.2 9.01 554 12.0 視したりする 3.3 2.02 53.8 9.02 9.2 





自分勝手に物事を決める 3.1 2.02 54.0 9.32 9.4 
7)腹を立てた時l 大声でどなる 34 2 2.15 594 52.7 8.4 490 10.3 
2.03 54.0 9.08 9.5 
精神的





かにしたり!見下した言い方をする 3.2 2.02 54.0 9.01 9.5 
9)何を言っても無視をする 3.6 2.19 337 53.3 8.51 936 11.4 
3.2 2.03 53.9 9.07 9.4 
経済的 10)お金を貸しても返さない 238  2.46 261 53.5 6.30 990 13.5 
2.03 53.9 9.12 9.5 
1)無理やり性的な行為をする 34 3 2.32 889 
57.1 8.13 045事 10.8 
性的 2.03 53.7 9.03 9.6 
12)避妊に協力しない 30 3 2.22 54.9 8.83 10.4 
2.03 
守498
53.8 9.04 守524 9.6 
スコア全体の平均値 3.4 2.13 。126 53.7 8.50 。756 10.2 
3.1 1.94 54.0 9.57 9.0 
統計処理は，デートDVの知識はが乗検定 それ以外はM町田 WhitneyのU検定
m 平均値， SD 標準偏差 ， : p< 0.05，柿 p< 0.01 
43 
暴力認識度 暴力許容度
m SD p m SD p 
15.7 4.92 
948 
10.0 4.44 .219 
16.1 4.08 8.1 3.69 
15.1 4.30 .005" 9.4 3.43 .00榊
16.5 3.95 7.6 3.71 
19.7 1.53 1.3 4.62 .169 
16.1 4.10 .083 8.1 3.70 
15.4 4.22 
101 
9.3 3.57 .004" 
16.3 4.06 7.9 3.69 
14.9 4.4 .018' 9.6 3.91 .04事事
16.3 3.9 7.9 3.61 
16.0 3.76 
631 
8.8 3.35 .106 
16.1 4.18 8.0 3.78 
15.3 4.70 
353 
9.5 3.71 ∞r 
16.2 4.01 8.0 3.68 
14.7 4.56 .02' 9.6 3.05 ∞2料














16.1 4.07 8.1 3.67 
16.0 4.44 8.5 4.23 .578 
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